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新
日
鉄
住
金
が
開
発
し
た
衝
突
安
全
性
に
優
れ
た

高
延
性
造
船
用
鋼
板「N

Safe
®‒H

ull 

（
エ
ヌ
セ
ー
フ

ハ
ル
）」が
、
今
治
造
船（
株
）と（
独
）海
上
技
術
安
全

研
究
所
と
の
実
用
化
に
向
け
た
共
同
研
究
を
経
て
、

世
界
で
初
め
て（
株
）商
船
三
井
の
ば
ら
積
み
船
に
採

用
さ
れ
、
8
月
2
日
に
進
水
し
ま
し
た
。

同
製
品
は
鋼
板
の
延
び
に
優
れ
、
船
舶
に
適
用
し

た
場
合
、
船
舶
の
側
面
か
ら
衝
突
さ
れ
た
際
に
穴
が

あ
く
ま
で
の
衝
撃
吸
収
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
約
3
倍
と
、

従
来
鋼
に
比
べ
て
船
体
に
穴
が
あ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
浸
水
防
止
や
貨
物
保
護
、
深
刻
な
環

境
汚
染
に
つ
な
が
る
油
流
出
の
防
止
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

世
界
最
高
強
度
の

建
築
構
造
用
超
高
張
力
鋼

大
林
組
の
技
術
研
究
所
に
採
用

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
大
阪
製
鉄
が

海
外
初
の
合
弁
事
業

新
日
鉄
住
金
の
1
0
0
0
N
級
鋼「
B
T
|
H
T
8
8
0
」

が
、（
株
）大
林
組
の
技
術
研
究
所
実
験
施
設「
オ
ー
プ
ン
ラ

ボ
2
」の
柱
材
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
強
度
を
最
大
限
に
活

か
す
た
め
、
柱
材
と
し
て
高
層
建
築
で
は
一
般
的
に
使
用

さ
れ
る
溶
接
4
面
ボ
ッ
ク
ス
断
面
を
用
い
た
建
築
工
法
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
最
高
強
度
の
建
築
構
造
用
高

張
力
鋼
で
、
降
伏

強
度
は
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
に
採
用

さ
れ
た
鋼
板
よ
り

も
高
い
も
の
で
す
。

衝
突
安
全
性
に
優
れ
た

造
船
用
鋼
板

世
界
で
初
め
て
実
用
化

新
日
鉄
住
金
グ
ル
ー
プ
の
中
核
電
炉
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

大
阪
製
鉄（
株
）と
ク
ラ
カ
タ
ウ
社
は
、
2
0
1
2
年
12
月

に
合
弁
会
社
K
O
S
社
を
設
立
し
、
事
業
化
に
向
け
た

詳
細
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
9
月
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
中
小
形
形
鋼
・
鉄
筋
棒
鋼
お
よ
び
平
鋼
製
造
・

販
売
事
業
を
行
う
こ
と
で
、
最
終
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
大
阪
製
鉄
初
の
海
外
事
業
で
、
2
0
1
6
年
中

の
設
備
稼
働
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

同
社
は
需
要
の
伸
長
に
適
切
に
対
応
し
、
収
益
確
保

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
へ
の
道
を
拓
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

初の海外事業を展開する大阪製鉄（株）の国内主力工場（堺工場）

Nwes Clip 2014. 8-11新日鉄住金グループの動き

NSafe®-Hull が約3,000トン採用された部位（赤色および黄色部分）　

（株）大林組の技術研究所にある実験施設「オープンラボ2」

溶接4面ボックス柱

新
日
鉄
住
金
が
開
発
し
た
原
油
タ
ン
カ
ー
用
高
耐
食
性
鋼
板「
N
S
G
P®
|
2
」

が
、
I
M
O（
国
際
海
事
機
関
）が
定
め
る
原
油
タ
ン
カ
ー
の
貨
物
タ
ン
ク
甲
板（
天

井
部
）の
耐
食
性
能
基
準
を
満
た
す
鋼
材
と
し
て
、（
一
財
）日
本
海
事
協
会
か
ら

9
月
に
、
ロ
イ
ド
船
級
協
会
か
ら
10
月
に
世
界
で
初
め
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

長
期
間
に
わ
た
り
同
製
品
の
防
食
効
果
を
検
証
し
た
結
果
、
25
年
使
用
し
た
際
、

鋼
板
の
板
厚
減
少
量
が
従
来
鋼
と
比
べ
5
～
6
割
程
度
に
減
ら
せ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
油
漏
れ
な
ど
の
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
、原
油
タ
ン
カ
ー

の
貨
物
タ
ン
ク
天
井
部
の
腐
食
を
防
ぎ
、
船
舶
の
よ
り
一
層
の
安
全
性
向
上
と
地
球

環
境
保
全
に
貢
献
し
ま
す
。

原
油
タ
ン
カ
ー
用
高
耐
食
性
鋼
板

タ
ン
ク
天
井
部
用
と
し
て
船
級
承
認
を
取
得
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新
日
鉄
住
金
ス
テ
ン
レ
ス（
株
）の
省
合
金
二
相
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
が
、
農
林
水
産
省
東
北
農
政
局
が
宮
城
県
東
部
で
実

施
し
て
い
る「
直
轄
特
定
災
害
復
旧
事
業
」で
、
排
水
機
場
の

ゲ
ー
ト
お
よ
び
除
塵
設
備
の
素
材
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

排
水
機
場
は
、
洪
水
対
策
で
閉
鎖
さ
れ
た
排
水
路
の
内

水
を
ポ
ン
プ
で
川
や
海
に
排
水
す
る
こ
と
で
、
水
害
を
未

然
に
防
止
す
る
施
設
で
す
。
被
災
地
の
一
部
で
は
、
津
波
の

影
響
で
一
時
的
に
排
水
路
の
塩
分
濃
度
が
高
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
塩
害
腐
食
に
対
し
て
よ
り
高
い
耐
食
性
を
持
ち
、
強

度
が
高
い
本
素
材
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

同
社
は
今
後
も
省
合
金
二
相
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
普
及
に

よ
る
設
備
の
省
資
源
化
・
長
寿
命
化
を
通
じ
、
被
災
地
の

復
興
、
さ
ら
に
は
国
土
強
靭
化
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

プ
ロ
野
球
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
が
10
月
23
日

に
行
わ
れ
、
新
日
鉄
住
金
鹿
島
硬
式
野
球
部

の
横
山
雄
哉
投
手
、
石
崎
剛
投
手
が
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
1
位
と
2
位
、
室

蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
の
瀬
川
隼
郎
投
手
が
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
5
位
で
指
名

を
受
け
ま
し
た
。

日
鉄
住
金
総
研（
株
）は
、
こ
の
た
び
書
籍『
日
本
─
そ
の

姿
と
心
─
』第
10
版
を
発
行
し
ま
し
た
。日
本
の
文
化
・
地
理
・

歴
史
・
政
治
・
経
済
・
企
業
経
営
・
科
学
技
術
な
ど
に
つ

い
て
日
英
対
訳
で
記
述
。
海
外
出
張
の
多
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

や
留
学
生
の
必
携
本
と
し
て
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
書
店
で
購
入
で
き
ま
す
。

日
英
対
訳
書
籍『
日
本
─
そ
の
姿
と
心
─
』第
10
版
発
行

震
災
復
興
関
連
工
事
に
省
合
金
二
相
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
が
採
用

横山 雄哉投手

相の釜排水機場　排水樋門

プロ野球ドラフトで
3選手が指名

石崎 剛投手

瀬川 隼郎投手
（日鉄住金テクノロジー（株））

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ
州
に
校
舎
を
寄
贈

新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）と
同
社
の
関
連
会
社
で
あ
る PN

S 
A

dvanced Steel T
echnology 

社
、
日
鉄
住
金
鋼
板（
株
）は
、
10
月
23
日
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ
州
の
学
校
で
、
新
興
国
向
け
に
新
た
に
開
発
し
たPre 

Engineered Structure 

に
よ
る
校
舎
の
寄
贈
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

２
０
１
３
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
を
襲
っ
た
台
風
30
号
ヨ
ラ
ン
ダ
の
甚
大
な
被
害
に

対
す
る
支
援
策
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、PN

S A
dvanced Steel T

echnology 

が
設
計
か
ら
施
工
を
担
当
し
、
日
鉄
住
金
鋼
板
は
外
壁
材
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
パ
ネ
ル

を
提
供
。
2
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
1
棟
ず
つ
2
校
舎
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

寄贈校舎

寄贈式典
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